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テキストボックス
　近年、欧米人において喫煙による乳癌罹患リスクとNAT2遺伝子多型との交互作用が示唆されているが、現在まで東アジアでは報告がない。今回我々は多施設共同で、乳癌患者511例、検診受診者527例を対象とした症例対象研究を行った。質問紙法による喫煙歴の聴取と、血液検体のSNPの同定によるNAT2遺伝子多型の解析を行い、既知の乳癌リスク因子とともに多変量解析を行った。患者群、対照群ともに約9割が迅速代謝型であった。現喫煙者と非喫煙者のオッズ比は2.27 (95 %信頼区間：1.38 -3.82)で、現喫煙者において乳癌罹患リスクが上昇していたが、迅速代謝型と遅延代謝型の双方で同様の傾向を示し、乳癌罹患リスクとの間に交互作用を認めなかった（p=0.97）海外の報告では約半数がNAT2遅延代謝型であるのに対し、日本人においてはNAT2遅延代謝型の割合は少なく、喫煙による乳癌罹患リスクの上昇に、NAT2遺伝子多型の寄与は少ないものと考えられた。




